
《説明》 
 防災教育と心のケアハンドブックの活用について 

熊本県教育委員会 

～災害に備え、緊急時に対応する必携ハンドブック～ 

    内 容（６０分） 
 

１ はじめに 
 

２ 防災教育と心のケア 
 

３ 学校再開に向けて 
 



   １ 【講義】はじめに 



目  的 
 
 

（１）県内各学校における校内研修等 
  の研修教材 
 
 

（２）災害時の学校における急性期対 
  応や平時の備えとしての参考資料 



Ⅰ章 平成２８年熊本地震の概要 
 
 
 
 

 １ 熊本地震の発生状況 
 
 
 
 

 ２ 熊本地震の特徴 
 
 
 
 

 ３ 教育分野における被害の概要 
 

ハンドブック 
Ｐ１～６ 



Ⅱ章 災害直後の被災地における活動 
 
 
 

 １ 発災から平常に向けた活動の流れ 
 
 
 

 ２ 避難所運営のポイント  
 
 
 

 ３ 食事のポイント 
 
 
 

 ４ 学校再開に向けたポイント 
 
 
 

 ５ 心のケアのポイント 
ハンドブック 
Ｐ７～４８ 



Ⅲ章 学校再開後の支援のポイント 
 
 
 
 

 １ 応急教育の実施について 
 
 
 
 

 ２ 学校給食再開に向けて 
 
 
 
 

 ３ 学校再開後の心のケア 
 
 
 
 

 ４ 災害発生後の事務手続き 

ハンドブック 
Ｐ４９～６４ 



Ⅳ章 ＥＡＲＴＨによる支援 
 
 
 
 

１ ＥＡＲＴＨによる支援 
 
 
 
 
 

２ ＥＡＲＴＨ員のスキルアップ 
 
 
 
 
 

３ ＥＡＲＴＨ員としての心構えと備え  

ハンドブック 
Ｐ６５～７４ 



Ⅴ章 防災教育 
 
 

１ 防災教育の推進  
 
 
 
 
 

２ 防災体制の充実 
 
 
 
 
 

３ ～私たちが熊本地震を語り継ぐ～ 
 
 
 
 
 

４ これまでの派遣記録 

ハンドブック 
Ｐ７５～１０２ 



Ⅵ章 心のケア 
 
 

１ 児童生徒の心のケア  
 
 
 
 

（１）「心のケア サポート会議」の設置 
 
 
 
 
 

（２）心のサポート授業の実施方法  
 
 
 
 
 

（３）「心と体の個人記録票」について 

ハンドブック 
Ｐ１０３～１７０ 



Ⅶ章 データバンク 
 

１ 連絡先・ホームページ等 
 
 

２ 救急法 
 
 

３ 阪神・淡路大震災、東日本大震災 
   及び平成２８年熊本地震の概要と 
   教訓 
 
 

４ 関係法令等 
 
 

５ 資料及び様式集 ハンドブック 
Ｐ１７１～２２４ 



   ２ 【演習１】防災教育と心のケア 

１ 平成２８年熊本地震 
 の概要 
  （Ｐ       ） ２～６ 

 １ 熊本地震の発生状況 
 

 ２ 熊本地震の特徴 
 

 ３ 教育分野における被害の概要 



２ 平時の活用 
  ～御自身の学校で～ 
 （１） 防災教育の推進 
     （Ｐ       ） ７６～７９ 

（１） 熊本型防災・復興教育の推進 
 

（２） 各学校における「防災主任」について 
 

（３） 避難訓練 



（２） 各学校における「防災主任」について 
 

 １ 防災主任について 
 ２ 防災主任の主な役割 

学校安全教育 

防災教育と心のケア 

学校防災（地震・津波） 

 ３ 防災教育に参考となる資料 
 

  ○ 「（              ） ハンドブック」 
 

  ○ 「（                ） 
               マニュアル作成の手引」 
 

  ○ 「（          ）指導の手引」 



 ４ 避難訓練 
 

   今までに実施していた避難訓練に次の内容を 
  加え、（              ） を実施する。  
 

  （１） 「（            ）」の報知音を活用 
     （音源ＣＤが各学校へ配付済、気象庁ＨＰからダウンロード可） 
 

  （２） いろいろな（        ）での実施 
   授業中、休み時間、部活動中、登下校中 等 
 

  （３） 様々な（        ）して実施 
 

実践的な避難訓練 

※緊急地震速報 

時間、場所 

状況を想定 



 ５ 職員研修 
 

  （１） （       ）を高める  
    ○ 関係機関等を活用した校内研修 
    ○ ケーススタディ研修 等 
 

  （２） 災害時 （       ）を高める 
    ○ 学校防災マニュアルの見直し・改善 
    ○ 教職員による避難訓練 
    ○ ＡＥＤ・応急手当の研修 等 
 

  （３） 防災教育の （      ）を高める 
    ○ 防災に関する研究授業の実施 
    ○ 関係機関や地域人材の活用 等 
 

防災意識 

対応能力 

指導力 



２ 平時の活用 
  ～御自身の学校で～ 
 （２） 防災体制の充実（Ｐ       ） ８５～９３ 

（１） 開放施設の（       ）と（             ）の設定 
 

（２） 避難協力班の（          ）と（      ） 
 

（３） 学校防災（地震・津波）マニュアル 
                      の（             ） 

明確化 開放順位 

組織化 訓練 

整備改善 



２ 平時の活用 
  ～御自身の学校で～ 
 （３） 児童生徒の心の 
   ケア（Ｐ       ） 104～170 
（１） 「心のケア サポート会議」の設置 
 

（２） 心のサポート授業の実施方法 
 

（３） 「心と体の個人記録票」について 



 

（１） 「心のケア サポート会議」の設置 
 

  熊本地震により心にダメージを受け
た児童生徒の中長期にわたるサポート
のために、専門家及び関係機関で構成
する「心のケア サポート会議」を開催し、 
（            ）に 
（           ）の方向性について
検討するために、熊本県と熊本市が連
携して設置した。 

組織的・継続的 

全県的な支援 



 

（２） 心のサポート授業の実施方法 
☆ 心のサポート授業１（学校再開から１～２か月版） 
☆ 心のサポート授業２（熊本地震後中期版） 
☆ 心のサポート授業３（                     ） 

 １ 実施方法  
  次の①～④をセットで行う。 
  （①～③は１時間の授業で行う。） 
  ① （                  ）の実施 
  ② アニバーサリー反応等について学ぶ 
     （        ） 
  ③ リラクセーション等の 
     （              ）体験 
  ④ 「心と体の振り返りシート」を利用した 
     （           ）の実施 

熊本地震アニバーサリー反応版 

「心と体の振り返りシート」 

心理教育 

ストレスマネジメント 

個別教育相談 



（３） 「心と体の個人記録票」について （Ｐ    ） 
 １ 目的：熊本地震により精神面への影響が心配 
  される児童生徒に対して、 （            ） 
  での継続的な支援等を円滑に行うために個人記 
  録票を作成し活用する。 
 ２ 対象児童生徒：熊本地震により 
  （                          ）と、 
  管理職を含め担任、養護教諭、教育相談担当な 
  ど複数で判断した児童生徒を対象とする。 
 ３ 記録票の取扱い： 「熊本地震に関する心と体 
  の個人記録票」は公簿や成績物等に準じ、 
  （                ）する。 

学年、異校種間 

精神面への影響が引き続き心配される 

取扱いには十分に配慮 

168 



   ３ 【演習２】学校再開に向けて 

応急教育に向けた流れ（例） 
［１日目］ 
 
 
 
 
 
 
［２日目］ 

［３～７日目］ 
 
 
 
 
 
 
 
 

［８日目］（学校再開） 
 



応急教育に向けた流れ（例） （Ｐ       ） ３１、３２ 



応急教育の実施について （Ｐ       ） ５０、５１ 

熊本県では！ 



Kumamoto Prefectural Educational Center 

いまできること、 
そのときできること、 
教師だからできることに、 
ともに取り組んでいきましょう。 


